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認知症とは

•認知機能の低下により日常生活に何かしらの
支障をきたす状態

認知機能：記憶・見当識・思考・知覚など



主な認知症の種類

•アルツハイマー型認知症

•レビー小体型認知症

•脳血管性認知症

•前頭側頭葉型認知症



・脳が傷つく（脳梗塞、頭の打撲、脳出血
など）
・脳が萎縮する
・脳にしみ（老人斑）ができる

原因



認知症とフレイル
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り
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適切な支援を行うことで生活機能などの
維持・向上が期待できる！



フレイル予防

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1506817027/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9yci5pbWcubmF2ZXIuanAvbWlnP3NyYz1odHRwJTNBJTJGJTJGaW1nY2MubmF2ZXIuanAlMkZrYXplJTJGbWlzc2lvbiUyRlVTRVIlMkYyMDE2MDYyNyUyRjc3JTJGNzcxMDYwNyUyRjEzNyUyRjYwMHg2MzB4NDY0NDMzNTM0Mzk0ZGNlMjNjOWNjZjYwLmpwZyUyRjMwMCUyRjYwMCZ0d2lkdGg9MzAwJnRoZWlnaHQ9NjAwJnFsdD04MCZyZXNfZm9ybWF0PWpwZyZvcD1y/RS=%5eADBgnlwkedm35fxGne6G9zsECrnRfY-;_ylt=A2RCCzKC4s5ZPyIAlDGU3uV7


•簡単な体操や運動を行うことで筋力の維持！

•口腔体操、口腔ケア

身体面



精神面

•季節の行事や季節の食材を使った料理を楽しむ

•日記を書く（本人ができない時には家族が手伝う）

•コミュニケーションをとり会話をする

•高齢に伴う視覚、聴覚などを補う

•得意なこと、できることを見つけて生きがいや、やりがいを見出す



口腔体操

１．口を閉じたままほおを膨らましたり、すぼめたりする

２．口を大きく開けて舌をだしたりひっこめたりする

３．舌をだして上下に動かしたり左右に動かしたりする

４．口を閉じて口の中で舌を上下したり、ぐるりと回したりする



頭を使う運動と
身体を使う運動を
同時に行う

予防運動


